
2014年（H26）にスタートした、水に関する
様々なテーマを取り上げ、楽しみながら理解を深
め行動につなげる参加型連続講座で、毎年30名
ほどの受講生が参加しています。 

WS形式で各回の体験や見学を通して気がついた
こと、学んだことを共有します。 

この気づきの場から、新たな発見を見つけること
も多々あります。皆の視点の違いにビックリ。 

1. 水の学校とは・・・ 



H29年度の講座内容 



下水道の役割、重要性、魅力、可
能性などに気づき、共感し、行動
してもらうための効果的な広報活
動や環境教育の取組として、受賞。 

この受賞は、第１期の修了生で、
サポーターとして活動をはじめた
メンバーにとっても励みになった
と感じています。 

 

平成27年度  
第8回循環のみち下水道賞・国土交通大臣賞受賞 



2、水の学校サポーターとは 
「水の学校」修了生で構成されています。 

修了生が次年度以降の「水の学校」の企画運営に
関しても、市職員ともミーティングなどで自由に
意見交換しています。 

 

あくまでも修了生で、卒業生ではない！いつに
なっても卒業できないみたいです。 

 



水の学校オープン講座：地下
25mの地底探検と玉川上水に出
かけよう！（平成28年8月12日
（金曜日）、小平ふれあい下水道
館、玉川上水、東京都薬用植物
園にて） 

水の学校オープン講座：小学生
のための浄水場見学＆水質講座 
（平成28年8月23日（火曜日）、
武蔵野市第一浄水場にて） 

サポーターの企画により実施、当日も運営に携わる 



体  制 
下水道課 受講生 

サポーター 

サポーターミーティング 
 企画アイデア出しなど 

講座全体の企画、運営 
全体コーディネート 
受講生の募集等 
 
講座の実施 
 
 

講座の運営支援 
 講座内での解説など 

ニュースレター原稿執筆 

修了生が参加 



水の学校から派生した活動。自分のやりたいこと、
を実践しています。 

さらに、もっと知りたい！深めたい！ことを共有し、同
じ興味関心のメンバーで集まり自主活動。  

湧水めぐり、酒蔵めぐり、昔の水道など・・・ 
「プロジェクトＷＥＴ」エデュケーター講習会資格取得講座 



楽しくなければ続かない！ 

受講生の時は、学校で楽しみながら学ぶ。 

自分のやりたいこと・見たいことはオープン講座
や見学会・まちあるきなど「大人の遠足」で！ 

サポーターになると・・・・ 

自分の伝えたいこと・より知りたいことはステッ
プアップ講座や連続講座でなど「大人の部活」
で！ 

楽しくないと・遊びがないと続かない！ 



8/25 クリーンセンター見学会＆WS 
サポーター向けにクリーンセンター見学会と仮称）エコプラザに関するWSを実施しました。 



3、今後の課題 

「水の学校」は市の計画では５年事業であり、来年度
節目の５年目を迎えます。 

水の学校サポーターは、修了生の有志からなっており
組織だった活動団体ではなく、活動拠点もありません。
みんなで気軽に集まって話せる場があるといいね。 

■大人の部活の展開？？？・・・・ 

イベントの実施や社

会実験 

組織化（役割

分担） 

新規参加者の
受け入れの仕

組みづくり 

活動費を生み
出す仕組みづ

くり 
継続的活動 


